
企業名 作成年月日経営デザインシート

提供してきた価値 内部資源 事業ポートフォリオ 提供する価値

企業理念、重視する価値観・ありたい姿、自社が解決しようとする社会的課題、企業文化・

企業風土、キャッチフレーズ等を記載する  ＊社内で浸透している企業理念や企業文化・企

業風土や事業概要（事業目的、製品・技術の特徴）などをもとに記載。

企業理念等の実現のための経営戦略の方向性・基本行動指針、全社目標、ＫＰＩ等を

記載する ＊「高度化指針」高付加価値企業への変革に向けて各企業が取り得る経営変

革のためのアプローチなどを参考に方向性をを示す。

　　（＋）　　　これまでの外部環境　　　（－） 全社課題（弱み）

将来的な技術供与も含め、知財

の活用方法等を記載する。

提供先から得るもの

Go-Tech事業のアドバイ

ザー企業やサンプル出荷先

から得られる（ことが期待

される）評価・実証データ

など、次の事業展開につな

がる情報（ニーズ）やノウ

ハウを記載する。

知財の果たす役割

解決策

「これから」の姿に移行するための具体的な手段、必要となる

資源の調達方法を記載する。

人材（生産・販売・管理・技術等の要員）の確保、設備投資、

外部委託、成長ステージに応じた資本政策など

Go-Tech事業で取り組む研究開発、研究開発成果の事業化計画

と整合を取り、事業を拡大し、高付加価値企業への成長・変革

を実現するために必要となる資源を整理し、調達方法を示す。

Go-Tech事業で取り組む研究課題（技術的な課題のほか人材・組織、連携

体制の強化など）を含めて、全社課題（弱み）や市場のマイナス要因を解

決するために取り組む課題を記載する。

内部資源 事業ポートフォリオ

外部調達資源（誰から）

移行のための課題

これからの姿を実現す

るために必要となる資

源（内部資源・外部資

源）について記載す

る。

知財

新たな研究開発等に活

用する知財など

必要な資源

自社にとって＋要素：（例）○○分

野の市場（技術）での競合が少ない

（新規参入の障壁がある）

自社にとって－要素：（例）○○

市場での価格競争が激しい、××

の法規制への対応が困難など

自社を取り巻く環境の現状を整理して記載する。

事業ポートフォリオ等に影響を与えるものだが自社の力では変えるのが

困難な事柄を記載（政治、経済、社会、技術等）

将来の環境変化を予測して記載

自社にとって＋要素 ：（例）○○市場

の拡大予測、法規制等の緩和による需

要増加、少子高齢化の進展による××

ニーズの拡大など

自社にとって－要素：（例）△△

市場の成長鈍化、法規制等の緩和

による新規参入の増加、規制強化

による××コストの負担増など

(+)　　　これからの外部環境　　　（－）

Go-Tech事業の研究成果等とし

て、出願予定の特許、ブラック

ボックス化するノウハウなど

各事業の役割・相互関係等

自社の強み

これまでの主要事業・製品の概

要、各事業の役割・相互関係、

提供先へのアクセス方法を記載

する。(例）○○事業を主軸と

し、△△事業に参入、××事業

は安定。××事業で得る◇◇は

○○事業のコア資源

これまでの事業で、磨き上げた

要素技術、製品開発実績、競争

力など

自社が企業活動を通じて社

会や顧客に提供してきた価

値を記載する。

（例）安心・安全、便利で

快適など

価値を生み出す製品、サー

ビスの特長（品質、性能、

価格、独自性など）

自社が企業活動を通じて社

会や顧客から得てきた評

価・信頼などを記載する。

（例）○○に対する信頼

性、××に関する情報・デー

タなど

自社の強み

Go-Tech事業を含む高付加価値

企業への移行戦略により新たに

得られる自社の強みを記載す

る。

知財の果たしてきた役割

これまでの事業での知財の活用

を記載する。他社との連携促

進、競争優位性の確保など

提供先から得てきたもの

現状の内部資源（人材、技術・

設備、 資金など）の概要を記

載する。

自社の強み

（例）○○技術の特許・ノウ

ハウ、△△商標（ブランド）

（例）○○に訴求するデザイン

が得意なデザイナー、精度の高

い加工が可能な生産設備、販売

ネットワークなど

Go-Tech事業の成果として

新たに提供できる製品、

サービスの具体的内容を記

載する。

これまでに提供してきた価

値との違い（高付加価値の

製品、サービスであるこ

と）、製品、サービスの提

供先や社会に波及する効果

など

「これから」の姿での主要事

業・製品の概要を記載する。

Go-Tech事業の成果である製品、

サービスの位置づけや、他の事

業・製品、サービスとの相互関

係など

「これから」の姿での内部資源

の概要を記載する。

Go-Tech事業の成果として得ら

れる新たな資源（技術・ノウハ

ウ）、事業拡大のための具体的

な人員体制（生産・販売・管

理・技術等）、設備投資など

自社の強み

開発した製品、サービスの優位

性（性能。価格、適用分野、革

新性など）、市場における優位

性、既存事業とのシナジー効果

などを記載する。

各事業の役割・相互関係等

知財

外部調達資源（誰から）

共同研究相手、外注先などの具

体的な提携・協力先

知財

共同研究の成果など

知財

「これから」の姿への移行のための戦略

知財

提携先から得られる知財など

研究開発の共同体メンバー、ア

ドバイザー企業、販売提携先な

ど

資源・外部環境の分析を踏

まえて全社視点で捉えた現

在の課題を記載する。

（例）○○事業の市場が縮

小傾向、○○の技術が弱

い、事業承継の問題がある

資源 ビジネスモデル 価値

こ
れ
か
ら

自社の目的・特徴 経営方針

こ
れ
ま
で

価値資源 ビジネスモデル


